
パ
キ
ス
タ
ン

金
属
労
働
組

合
運
動
近
況  ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ no.22

●ＩＭＦ（国際金属労連）
書記次長

鎌田 普 かまだ・ひろし

７２年ＩＭＦ－ＪＣに入局。調
査局で国際金属労組の賃金・
労働条件比較を担当。７５年Ｉ
ＭＦ本部へ派遣。特別企画部
長をはじめ、自動車、航空宇
宙、電機電子、事務技術職な
ど各種産業担当部長を歴任。
９５年ＩＭＦシニア・エグゼク
ティブ・オフィサー（ＳＥＯ）
に就任し、地域組織機構、地
域事務所、財政、人事、総務
を担当。０５年６月にＩＭＦ書
記次長に就任（現）。

は
じ
め
に

世
界
第
６
位
の
人
口
を
抱
え
る
パ
キ
ス
タ
ン

は
、
大
国
イ
ン
ド
、
中
国
、
ま
た
世
界
の
火
薬

庫
と
な
り
つ
つ
あ
る
イ
ラ
ン
と
国
境
を
接
し
、

地
政
学
的
に
非
常
に
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ

る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多
さ
で
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
次
ぎ
、
世
界
第
２
位
で
も
あ
る
。
パ
キ

ス
タ
ン
は
、
封
建
制
度
と
独
占
資
本
主
義
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
、
政
治
面
で
見

て
も
、
１
９
４
７
年
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て

以
来
、
現
政
権
を
含
め
、
半
分
以
上
の
期
間
が

軍
事
政
権
下
に
あ
る
。
社
会
的
に
み
て
も
、
政

党
、
民
族
、
宗
教
、
派
閥
主
義
が
種
々
の
分
断

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

経
済
的
に
は
、
種
々
の
規
制
緩
和
、
官
営
企

業
の
民
営
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市

場
経
済
化
が
進
行
し
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境

変
化
は
、
労
働
組
合
運
動
に
と
っ
て
は
大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
が
、
組
合
組
織
率
（
推
定
）

も
６
％
と
低
く
、
労
働
者
の
声
を
有
効
に
反
映

す
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
２
０
０
５
年
９
月
、

全
パ
キ
ス
タ
ン
労
働
連
盟
（
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｌ
）（
※
注

１
）、
全
パ
キ
ス
タ
ン
労
働
組
合
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｔ

Ｕ
Ｆ
）、
パ
キ
ス
タ
ン
全
国
労
働
組
合
連
盟
（
Ｐ

Ｎ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
の
３
全
国
組
織
が
合
併
し
、
組
織

人
員
88
万
人
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
最
大
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
、
パ
キ
ス
タ
ン
労
働
者
連
盟

（
Ｐ
Ｗ
Ｆ
）
が
誕
生
し
た
。
Ｐ
Ｗ
Ｆ
は
、
パ
キ
ス

タ
ン
の
組
織
労
働
者
の
70
％
を
代
表
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
分
裂
が
常
態
化
し
て
い
た
パ
キ

ス
タ
ン
の
労
働
運
動
に
と
っ
て
は
、
画
期
的
な

出
来
事
と
言
っ
て
良
い
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
加
盟
組
織

１
９
７
２
年
に
２
組
織
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
を
果
た

し
て
い
る
が
、
現
在
は
、
以
下
の
３
組
織
が
に
加

盟
し
て
い
る
（
※
注
２
）。

●
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し

て
加
盟
、
３
万
４
千
人

●
パ
キ
ス
タ
ン
自
動
車
・
機
械
・
金
属
労
働
者

連
盟
（
Ｐ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｆ)

―
Ｐ
Ｎ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
加
盟
、

１
万
１
千
５
０
０
人

●
パ
キ
ス
タ
ン
金
属
労
働
者
連
盟
（
Ｐ
Ｍ
Ｆ
）

―
い
づ
れ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
も
属

さ
ず
、
６
千
人
。

２
０
０
６
年
６
月
に
刊
行
さ
れ
た
Ｐ
Ｗ
Ｆ

「
５
ヵ
年
戦
略
」（
２
０
０
６
―
２
０
１
０
）（
※
注

３
）
は
、
21
項
目
か
ら
な
る
戦
略
目
標
を
掲
げ
て

い
る
が
、
そ
の
１
つ
が
、
Ｐ
Ｗ
Ｆ
内
に
産
業
別

組
織
を
結
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
産
業
別
組
織

結
成
は
、
２
０
０
７
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

２
０
０
８
年
12
月
末
ま
で
に
は
完
了
す
る
、
と

さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｗ
Ｆ
本
部
の
あ
る
バ
ク
テ
ィ
ア
ー
ル
労
働
会
館
前
で
歓
迎
を

受
け
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
パ
キ
ス
タ
ン

ミ
ッ
シ
ョ
ン

昨
年
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
南
ア
ジ
ア
地
域
会
議

に
お
い
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
加
盟
組
合
の
状
況
に
つ

い
て
憂
慮
の
念
が
示
さ
れ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
状
況

把
握
の
た
め
の
代
表
団
を
送
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

た
。
こ
の
提
案
に
基
づ
き
、
本
年
１
月
末
Ｉ
Ｍ
Ｆ

代
表
団
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の

目
的
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

●
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
合
の
現
況
を
把
握
す
る
こ
と
。

●
Ｐ
Ｗ
Ｆ
の
結
成
に
か
ん
が
み
、
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｕ

Ｐ
と
Ｐ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｆ
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
と
の
関
係
を
把

握
す
る
こ
と
。

●
Ｉ
Ｍ
Ｆ
パ
キ
ス
タ
ン
協
議
会
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｐ

Ｃ
）
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
。

●
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
費
納
入
問
題
を
明
確
化
さ
せ
る

こ
と
。

●
Ｉ
Ｍ
Ｆ
未
加
盟
の
金
属
労
組
と
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
る
こ
と
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
パ
キ
ス
タ
ン

協
議
会（
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｐ
Ｃ
）
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Ｐ
Ｗ
Ｆ
本
部
で
の
代
表
者
会
議
で
挨
拶
す
る
筆
者
。
筆
者
の
向

か
っ
て
右
が
ク
ル
シ
ッ
ド
・
ア
ー
メ
ッ
ド
Ｐ
Ｗ
Ｆ
書
記
長
、
左

が
ア
ル
ナ
サ
ラ
ム
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
南
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
代
表
。

（注１）英語組織の英語名は以下の通り：Al l  
Pakistan Federation of Labour (APFOL),
All Pakistan Trade Union Federation 
(APFUF), Pakistan National Federation of 
Trade Unions (PNFTU), Pakistan Workers 
Federation (PWF)

（注２）国際産業別組織（GUF）の中にはパキスタ
ン１国から１９組織を加盟させているところ
もある。業種の広がりなどGUF間に差はあ
るが、国際産業別組織への加盟については、
一国での労働戦線統一に寄与する形での加
盟を基本とすべきであろう。

（注３）Building and Strengthening the Labour 
Movement in Pakistan―FIVE YEAR 
STRATEGY (2006-2010), Pakistan 
Workers Federation

（注４）APFTUは、ICFTU加盟組織でもあった。
（注５）旧APFTU書記長でもあった。

１
９
９
９
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

加
盟
３
組
織
の
協
力
関
係
を
促
進
・
強
化
す
る
た

め
、
上
記
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
３
組
織
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｐ
Ｃ
が
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
残
念
な
こ
と
に
、
協
議
会
結
成
以
降
、
１
回
の

会
議
も
開
催
さ
れ
い
な
い
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
複
雑

怪
奇
な
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
言
っ
て
し
ま
え

ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
協
議
会
結
成
の
趣
旨
に
沿
っ

た
行
動
を
と
る
意
思
が
参
加
組
織
に
欠
如
し
て
い

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｐ
Ｃ
の
近
況

を
把
握
す
る
た
め
に
召
集
さ
れ
た
今
回
の
会
議
で

も
、
協
議
会
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
積
極
的
な
意

見
は
、
全
く
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

加
盟
組
合
の
現
況

Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
３
組
織
中
最
大
の
組
織
は
、
Ａ
Ｐ

Ｆ
Ｔ
Ｕ
（
※
注
４
）
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
は
、
２
０

０
５
年
９
月
、
Ｐ
Ｗ
Ｆ
結
成
を
も
っ
て
解
散
し
、

現
存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ
加
盟
関
係
は
、
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

Ｐ
Ｗ
Ｆ
書
記
長
（
※
注
５
）
は
、
旧
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
は
、

Ｐ
Ｗ
Ｆ
の
一
部
で
あ
る
の
だ
か
ら
Ｐ
Ｗ
Ｆ
を
自
動

的
に
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
後
継
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
と
し

て
認
め
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
意
見
は
、
新
し
く
結
成
さ
れ
た

Ｐ
Ｗ
Ｆ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
産

業
別
国
際
組
織
に
直
接
加
盟
す
る
の
は
、
組
織
的

に
み
て
妥
当
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｗ
Ｆ
の
下
に
そ
の
構

成
組
織
で
あ
る
旧
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
、
Ｐ
Ｎ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
、

Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｌ
の
金
属
関
係
労
組
を
も
っ
て
「
金
属

労
連
」（
仮
称
）
を
結
成
し
、
そ
の
組
織
が
新
た
に

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
加
盟
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｗ
Ｆ
が
自
動
的
に
Ａ
Ｐ

Ｆ
Ｔ
Ｕ
に
取
っ
て
替
わ
る
こ
と
は
、
論
外
で
あ
る

と
し
た
。
Ｇ
Ｕ
Ｆ（G

lobal
U
nion

F
ederation

）

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
も
属
さ
な
い
組
織
が
Ｐ
Ｗ

Ｆ
で
あ
る
。
従
来
Ｐ
Ｗ
Ｆ
は
、
加
盟
費
支
払
い
問

題
も
無
く
、
３
組
織
の
中
で
は
、
優
等
生
と
い
っ

て
も
良
い
。
し
か
し
、
こ
の
組
織
は
、
カ
ラ
チ
を

ベ
ー
ス
に
し
た
一
地
域
組
織
で
他
の
パ
キ
ス
タ
ン

地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
組
織
運
営

の
拠
点
も
不
明
確
で
あ
る
。

金
属
労
働
戦
線
の
今

後
の
見
通
し

以
上
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
の
３
組
織
の
現
状
と
問
題

点
を
見
て
き
た
が
、
今
後
の
見
通
し
に
付
き
、
い

く
つ
か
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
た
い
。

●
Ｐ
Ｗ
Ｆ
が
労
働
戦
線
統
一
の
核
と
な
れ
る
か

否
か
。
ま
た
、
そ
の
下
に
独
立
し
た
「
金
属

労
連
」
が
結
成
さ
れ
る
か
否
か
。
ま
た
そ
の

金
属
労
連
が
ど
の
程
度
の
求
心
力
を
発
揮
で

き
る
の
か
。

●
特
定
の
リ
ー
ダ
ー
に
頼
り
き
り
の
、
ま
た
、

利
己
的
な
組
織
運
営
が
克
服
出
来
る
か
否
か
。

●
脆
弱
な
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
か
否
か
。

●
ガ
ラ
ス
張
り
の
組
織
運
営
が
出
来
る
か
否
か
。

●
地
域
組
織
か
ら
全
国
組
織
へ
の
転
換
が
出
来

る
か
否
か
。

パ
キ
ス
タ
ン
労
働
組
合
運
動
は
、
３
分
の
１
以

上
と
い
わ
れ
る
貧
困
層
の
解
消
、
富
の
偏
在
の
解

消
、
封
建
的
な
社
会
制
度
の
改
革
、
地
域
主
義
・

派
閥
主
義
の
解
消
、
な
ど
全
国
的
な
課
題
へ
の
貢

献
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｗ
Ｆ
の
今
後
の
活
動

を
注
視
し
し
て
い
く
と
共
に
、
金
属
労
働
組
合
組

織
が
協
力
関
係
を
強
化
で
き
る
よ
う
な
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

（
４
月
26
日
、C

arou
g
e

に
て
）

の
中
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
Ｐ
Ｗ

Ｆ
を
加
盟
組
織
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
に
加
盟
し
て
い
る
全
国
組
織
が
同
時
に

い
く
つ
か
の
産
業
別
国
際
組
織
に
加
盟
す
る
の
は

お
か
し
い
、
と
い
う
の
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
立
場
で
あ
っ

た
。
ラ
ホ
ー
ル
で
Ｐ
Ｗ
Ｆ
の
責
任
者
と
話
し
合
い

を
持
っ
た
際
、
こ
の
懸
案
に
つ
い
て
の
つ
め
を
行

い
、
Ｐ
Ｗ
Ｆ
の
下
に
「
金
属
労
連
」
が
結
成
さ
れ

る
ま
で
、
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
後
継
組
織
を
「
Ｐ
Ｗ
Ｆ

金
属
部
門
」
と
し
て
扱
う
こ
と
で
合
意
を
見
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
自
動
車
・

機
械
・
金
属
労
働
者

連
盟（
Ｐ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｆ
）

Ｐ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｆ
は
、
強
力
な
指
導
者
が
組
織
運
営

の
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
２
０
０
４
年
こ

の
指
導
者
が
急
逝
し
た
こ
と
に
よ
り
、
組
織
が
３

つ
に
分
裂
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
後
継
の
正

当
性
を
主
張
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
親
分
亡
き
後
、

子
分
に
よ
る
組
織
の
ぶ
ん
取
り
合
い
で
あ
る
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
と
し
て
は
、
当
該
問
題
は
当
事
者
間
で
解
決

す
べ
き
で
あ
る
旨
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
Ｐ
Ａ

Ｅ
Ｍ
Ｆ
が
旧
Ｐ
Ｎ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
加
盟
組
合
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
組
織
論
的
に
み
れ
ば
Ｐ
Ｗ
Ｆ
の
下
に

設
立
が
待
た
れ
る
「
金
属
労
連
」
に
参
加
す
る
の

が
順
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｆ

内
に
は
、
カ
ラ
チ
を
拠
点
に
す
る
も
う
一
つ
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ
加
盟
組
合
、
パ
キ
ス
タ
ン
金
属
労
働
者
連
盟

（
Ｐ
Ｗ
Ｆ
）
に
近
い
一
派
も
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ

Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｆ
の
今
後
は
予
断
が
出
来
な
い
。

パ
キ
ス
タ
ン
金
属
労

働
者
連
盟（
Ｐ
Ｍ
Ｆ
）

Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
３
組
織
中
最
小
で
、
い
ず
れ
の
ナ


